
初
年
度
納
付
金
は
、
最
も
少少
な
く

て
も
１
１
１
万
９
０
０
０
円円
、
最

大
で
１
５
０
万
２
４
０
０
円円
だ
っ

た
。
同
じ
学
部
で
あ
っ
て
もも
大
学

に
よ
り
学
費
に
違
い
が
あ
るる
こ
と

が
分
か
る
。

支
出
管
理
を
切
り
口
に
し
た

借
換
提
案
が
有
効

以
上
の
よ
う
に
、
高
校
以以
降
の

学
費
に
つ
い
て
は
各
学
校
やや
学
部

で
差
が
あ
る
た
め
、
大
学
入入
学
前

・
入
学
金
…
25
万
４
２
７
７
円

・
授
業
料
…
47
万
４
８
９
７
円

・
施
設
費
…
３
万
７
０
６
７
円

・
そ
の
他
費
用
…
17
万
９
２
８
０

円・
初
年
度
納
付
金
（
総
額
）：
94

万
５
５
２
２
円

さ
ら
に
大
学
の
費
用
も
見
て
み

よ
う
。
文
部
科
学
省
が
定
め
る
標

準
額
で
は
、
国
立
大
学
の
費
用
は

次
の
と
お
り
だ
。

・
入
学
金
…
28
万
２
０
０
０
円

・
授
業
料
…
53
万
５
８
０
０
円

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
図
表
１

の
と
お
り
。
学
部
に
よ
っ
て
費
用

に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
筆
者
調
べ
に
よ
る
と
、

東
京
都
内
の
私
立
大
学
法
学
部
の

ら
は
、
前
述
の
よ
う

こ
か
らプ

ロ
ー
チ
か
ら
想
定

な
ア
プ客

様
の
家
計
の
不
安

さ
れ
る
「
お
客具

体
例
を
挙
げ
、
そ

や
課
題
」
の
具よ

う
に
借
換
え
提
案

こ
か
ら
ど
の
よか

み
て
い
く
。

が
で
き
る
の
か

「今後の学費が不安…」「今後の学費が不安…」

固定金利も活用して
支出管理を明確に確に
しませんか？

ど
も
が
中
学
校
に
進

実
際
に
子
ど

学
し
た
と
こ
ろ
思
っ
た
以
上
に
教

育
費
が
か
さ
み
、
今
後
が
不
安
だ

と
い
う
お
客
様
は
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
担
当
者
は
ま
ず
学
費
の
目

安
を
知
っ
て
お
こ
う
。

学
費
は
地
域
ま
た
は
公
立
か
私

立
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
私
立
な

ら
学
校
ご
と
に
も
費
用
が
違
う
。

一
例
と
し
て
、
東
京
都
教
育
委
員

会
に
よ
れ
ば
都
立
高
校
の
学
費
は

次
の
と
お
り
だ（
令
和
４
年
度
）。

・
入
学
金
…
５
６
５
０
円

・
授
業
料
…
11
万
８
８
０
０
円

（
年
間
）

ま
た
、
東
京
都
生
活
文
化
局
に

よ
れ
ば
、
都
内
私
立
高
校
（
全
日

制
）
の
平
均
学
費
（
同
年
度
）
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ

図表１　私立大学入学者１人の初年度納付金平均
区分 授業料 入学料 施設設備費 合計

文科系 815,069 225,651 148,272 1,188,991

理科系 1,136,074 251,029 179,159 1,566,262

医歯系 2,882,894 1,076,278 931,367 4,890,539

その他 969,074 254,836 235,702 1,459,612

1 357 0801,357,080180 186180,186245 951245,951930 943930,943全平均全平均

（出所）令和３年度、文部科学省調査より抜粋

不
安
や
課
題
に
応
じ
た

不
安
や
課
題
に
応

不
安
や
課
題
に
応
じ
た

こ
ん
な
声
か
け
＆
ア
ド
バ
イ
ス
で

ここ
ん
な
声
か
け
＆
ア
ド
バ
イ
ス
で

借
換
え
に
目
を
向
け
て
も
ら
お
う

借借
換
え
に
目
を
向
け
て
も
ら
お
う

２
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の
支
出
を
確
定
す
る

に
教
育
資
金
のだ

。
一
方
で
固
定
金

こ
と
は
困
難
だロ

ー
ン
で
あ
れ
ば
、

利
型
の
住
宅
ロは

管
理
し
や
す
い
。

月
々
の
支
出
は様

が
住
宅
ロ
ー
ン
を

も
し
お
客
様で

借
り
入
れ
て
い

変
動
金
利
型固

定
期
間
選
択
型
で

る
、
ま
た
は
固間

が
終
了
し
て
い
る

固
定
金
利
期
間子

様
が
大
学
に
進
学

な
ら
、「
お
子金

利
を
固
定
す
る
こ

す
る
ま
で
は
金出

の
管
理
を
行
い
や

と
で
家
計
支
出ん

か
」
と
い
っ
た
切

す
く
し
ま
せ
ん定

期
間
選
択
型
へ
の

り
口
で
、
固
定

け
た
際
に
保
障
適
用
と
な
る
も
の

も
あ
る
た
め
、
現
在
お
客
様
が
加

入
中
の
保
険
の
保
障
内
容
ま
で
団

信
で
カ
バ
ー
で
き
る
可
能
性
も
あ

る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
借
換
え
に
よ
っ
て
よ
り
保
障

内
容
が
充
実
し
た
団
信
に
加
入
す

る
と
と
も
に
、
現
在
加
入
中
の
保

険
を
解
約
し
、
保
険
料
を
削
減
で

き
よ
う
。
主
な
団
信
の
種
類
と
保

障
内
容
は
次
の
と
お
り
だ
。

㋐
一
般
団
信
（
金
利
上
乗
せ
な

し
）死

亡
ま
た
は
高
度
障
害
状
態
と

な
っ
た
際
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
債

が
ゼ
ロ
と
な
る
。

㋑
が
ん
保
障
団
信
（
金
利
上
乗
せ

㋑㋑０
〜
０
・
２
％
程
度
）

一
般
団
信
の
保
障
に
加
え
、
借

入
人
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
所

定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。
住

宅
ロ
ー
ン
残
高
の
半
額
が
支
払
わ

れ
る
「
50
％
保
障
」
や
、
全
額
手

当
て
さ
れ
る
「
１
０
０
％
保
障
」

が
あ
る
（
一
部
の
が
ん
は
保
障
対

象
外
）。

借
換
提
案
が
有
効
だ
ろ
う
。

「保険の負担が重い…」「保険の負担が重い…」

借換えで保障の充実した
団信への加入を
検討しませんか？

住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
て
い
る
お

客
様
は
家
計
負
担
へ
の
関
心
が
高

い
。
少
し
で
も
民
間
保
険
の
保
険

料
を
減
ら
し
、
家
計
の
支
出
負
担

を
抑
え
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

提
案
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

団
体
信
用
生
命
保
険
（
以
下
、
団

信
）
で
あ
る
。
団
信
は
住
宅
ロ
ー

ン
契
約
時
に
の
み
加
入
可
能
な
生

命
保
険
で
、
借
入
人
が
死
亡
等
し

た
場
合
に
残
債
が
免
除
さ
れ
る
仕

組
み
で
あ
る
。

団
信
に
は
が
ん
等
の
診
断
を
受

㋒
３
大
疾
病
保
障
団
信
（
金金
利
上

乗
せ
０
・
３
％
程
度
）

一
般
団
信
の
保
障
内
容容
に
加

え
、
が
ん
・
急
性
心
筋
梗
塞塞
・
脳

卒
中
を
保
障
す
る
。
具
体
的
に

は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
れ
ばば
残
債

が
ゼ
ロ
に
な
り
、
急
性
心
筋
梗

塞
・
脳
卒
中
で
は
病
気
に
なな
っ
て

入
院
・
手
術
を
受
け
れ
ば
保保
障
す

る
場
合
と
、
就
業
不
能
状
態態
な
ど

重
篤
な
症
状
が
一
定
期
間
続続
か
な

い
と
保
障
し
な
い
場
合
が
ああ
る
。

㋓
７
大
・
８
大
・
11
大
疾
病病
保
障

団
信
（
金
利
上
乗
せ
０
・
３３
％
程

度
）一

般
団
信
の
保
障
に
加
ええ
、
７

大
疾
病
（
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性

心
筋
梗
塞
・
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
・
腎
疾
患
・
肝
疾
患
）
をを
保
障

し
、
８
大
疾
病
保
障
な
ら
慢慢
性
膵

炎
も
保
障
す
る
。
さ
ら
に
1111
大
疾

病
に
な
る
と
、
８
大
疾
病
にに
大
動

脈
瘤
お
よ
び
解
離
、
上
皮
内内
新
生

物
・
悪
性
黒
色
腫
以
外
の
皮皮
膚
が

ん
を
保
障
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
疾
病
保
障障
付
き
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